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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年10月10日(2012.10.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　ステップ１０３：ＭＣＵが、各端末によって送信されたオーディオデータを復号し、よ
り大音量の音を生じるサイトのオーディオデータを選択する。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　ステップ４０３：ＭＣＵが、復号オーディオデータの音量に従ってオーディオ混合を必
要とする端末を選択する。
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　本発明の各実施形態において、ＭＣＵは、受信した全端末のオーディオデータを一様に
復号する必要も、オーディオ混合のためのオーディオデータの複数の必要なチャネルを選
択する必要も、データを符号化する必要もなく、受信したマルチチャネル分離オーディオ
・コーデック・プロトコルのオーディオデータからオーディオパケットの１つのチャネル
を直接抽出する。抽出されたオーディオパケットに対応する端末は、オーディオデータの
音量に従ってオーディオ固定（ｆｉｘｉｎｇ）のために選択された端末である。
 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　復号されないオーディオパケットの複数の抽出チャネルは、再度カプセル化され、一緒
にアセンブルされる。ＭＣＵと多地点通信を行う端末は、端末１、端末２、端末３、およ
び端末４である。音量に従って選択されたオーディオデータの３つのチャネルは、端末１
、端末２、および端末３によって送信された符号化オーディオデータであるものと仮定す
る。３台の端末それぞれのオーディオデータは、個別チャネルとしてカプセル化され、オ
ーディオ論理チャネルに入れられ、すなわち、この論理チャネル内のオーディオデータは
、３つの個別チャネルのデータを含み、次いでデータは、各端末に転送される。すなわち
、端末１は、端末２および端末３のオーディオ符号化データから成るオーディオ・データ
・パケットを受信する。端末２は、端末１および端末３のオーディオ符号化データから成
るオーディオ・データ・パケットを受信する。端末３は、端末１および端末２のオーディ
オ符号化データから成るオーディオ・データ・パケットを受信する。端末４は、端末１、
端末２および端末３のオーディオ符号化データから成るオーディオ・データ・パケットを
受信する。
 
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　ステップ６０３：ＭＣＵ＿Ａが、復号オーディオデータの音量に従ってオーディオ混合
を必要とする端末を選択する。
 
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　ステップ６０６：ＭＣＵ＿Ｂが復号器を作成し、次いで、音量に従ってＭＣＵ＿Ａのチ
ャネルのオーディオデータの代わりのオーディオデータを選択する。
 
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　カスケード接続されたＭＣＵ＿ＡとＭＣＵ＿Ｂが、これらに接続された端末によって送
信されたオーディオデータを処理するとき、その処理方法は、ＭＣＵ＿ＡとＭＣＵ＿Ｂの
間に１つのチャネルが追加されることを除いて、本発明の第２の実施形態における処理と
同じである。特に、２台を超えるＭＣＵがカスケード接続されるときには、さらに多くの
チャネルが追加される。したがって、カスケード接続されたＭＣＵ＿ＡがＭＣＵ＿Ｂにカ
プセル化オーディオデータを送信すると、ＭＣＵ＿Ｂは、受信したオーディオデータの音
量を、ＭＣＵ＿Ｂと接続された端末によって送信されたオーディオデータの音量と比較し
、比較結果に従って、ＭＣＵ＿Ａによって送信されたオーディオパケット内のより小音量
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のオーディオデータを、ＭＣＵ＿Ｂと接続された端末のオーディオデータで置換する。
 
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　図５に示すように、ＭＣＵ＿Ａと接続されている端末Ａ１、端末Ａ２、端末Ａ３、およ
び端末Ａ４の中から選択されるオーディオパケットは、端末Ａ１、端末Ａ２、および端末
Ａ３のオーディオデータを含むものと仮定する。オーディオパケットを受信した後で、Ｍ
ＣＵ＿Ｂは、オーディオパケットの音量を比較する。ＭＣＵ＿Ｂと接続された端末Ｂ１の
オーディオデータの音量が端末Ａ１のオーディオデータの音量より大きい場合、ＭＣＵ＿
Ｂは、オーディオパケット内の端末Ａ１のオーディオデータを端末Ｂ１のオーディオデー
タで置換する。
 
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
　本発明の第３の実施形態では、すべての端末がマルチチャネル分離オーディオ・コーデ
ック・プロトコルをサポートしているとき、送信側のＭＣＵは、送信側の端末のためのオ
ーディオ符号器を作成し、受信側のＭＣＵは受信側の端末のためのオーディオ復号器を作
成する。したがって、カスケード接続されたＭＣＵの数にかかわらず、送信側のＭＣＵの
端末上のデータを符号化し、受信側のＭＣＵの端末上のデータを復号しさえすればよい。
全オーディオ処理プロセスが、たった１回のオーディオ符号化／復号動作しか伴わない。
送信側のＭＣＵの端末はオーディオ符号化データを送信する。送信側のＭＣＵがオーディ
オデータをオーディオパケットにカプセル化した後で、オーディオパケットは、複数のカ
スケード接続されたＭＣＵ間で伝送される。パケットが受信側のＭＣＵに送信されるとき
、受信側のＭＣＵは、そのパケットを復号する必要はなく、マルチチャネル分離オーディ
オ・コーデック・プロトコルに従って、オーディオパケットから１つのチャネルのオーデ
ィオデータを直接抽出する。受信側のＭＣＵは、対応するオーディオデータを、受信側の
ＭＣＵのより大音量の端末によって送信されたオーディオデータで置換し、そのデータを
受信側のＭＣＵの端末に送信し、受信側のＭＣＵの端末は置換されたオーディオパケット
を復号する。
 
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　必ずしもすべての端末がマルチチャネル分離オーディオ・コーデック・プロトコルをサ
ポートしているとは限らない場合、送信側のＭＣＵは、送信側の端末のためのオーディオ
符号器を作成する必要はないが、受信側のＭＣＵは、受信側の端末のためのオーディオ符
号器および復号器を作成する。さらに受信側のＭＣＵは、カスケード式に送信される受信
オーディオパケットを復号し、パケットを置換し、それらのパケットを再度符号化して端
末間の互換性を達成する必要がある。したがって、カスケード接続されたＭＣＵの数にか
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かわらず、オーディオパケットは、受信側のＭＣＵを除くＭＣＵ間で伝送される間に、い
かなる符号化、復号操作も受けなくてよい。したがって、カスケード式伝送の全オーディ
オ処理プロセスが、たった２回の符号化／復号動作しか伴わない。すなわち、送信側のＭ
ＣＵの端末はオーディオ符号化データを送信し、送信側のＭＣＵはそのオーディオ符号化
データをオーディオパケットにカプセル化し、次いでオーディオパケットは複数のＭＣＵ
間でカスケード式に送信される。パケットが受信側のＭＣＵに送信されるときには、マル
チチャネル分離オーディオ・コーデック・プロトコルがサポートされていないため、受信
側のＭＣＵは、オーディオパケットを復号し、オーディオパケット内のより小音量のオー
ディオデータを、受信側のＭＣＵの端末からのより大音量のオーディオデータで置換する
必要がある。受信側のＭＣＵは、置換されたオーディオデータを再度復号し、そのデータ
を受信側のＭＣＵの端末に送信する。受信側のＭＣＵの端末は、オーディオパケットを受
信し、それを復号する。
 
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　ステップ８０３：ＭＣＵが、復号オーディオデータの音量に従ってオーディオ混合を必
要とする端末を選択する。
 
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
　ステップ１００３：ＭＣＵ＿Ａが、復号オーディオデータの音量に従ってオーディオ混
合を必要とする端末を選択する。
 
 
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
　ステップ１００５：ＭＣＵ＿Ｂが、復号器を作成し、次いで、音量に従ってＭＣＵ＿Ａ
のオーディオデータの代わりのオーディオデータを選択する。
 
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　本発明の第５の実施形態では、すべての端末が複数のオーディオ論理チャネルをサポー
トしているとき、送信側のＭＣＵは、送信側の端末のためのオーディオ符号器を作成し、
受信側のＭＣＵは、受信側の端末のためのオーディオ復号器を作成する。したがって、カ
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スケード接続されたＭＣＵの数にかかわらず、送信側のＭＣＵの端末上でデータを符号化
し、オーディオ混合の前に受信側のＭＣＵの端末上で複数のオーディオチャネルから送信
されたオーディオデータを復号しさえすればよい。全オーディオ処理プロセスが、たった
１回のオーディオ符号化／復号動作しか伴わない。すなわち、送信側のＭＣＵの端末は、
オーディオ符号化データを送信する。送信側のＭＣＵは、複数のオーディオ論理チャネル
を介してカスケード式に、複数のＭＣＵ間でオーディオデータを伝送する。オーディオデ
ータが受信側のＭＣＵに送信されるとき、受信側のＭＣＵは、データを復号しなくてもよ
く、複数のオーディオ論理チャネルの能力に従って、複数の論理チャネルのオーディオデ
ータを、受信側のＭＣＵのより大音量の端末によって送信されたオーディオ論理チャネル
のオーディオデータで置換し、次いでそのデータを受信側のＭＣＵの端末に送信する。受
信側のＭＣＵの端末は、置換後に複数のオーディオ論理チャネルを介して送信されたオー
ディオデータの複数のチャネルを復号する。
 
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７６】
　したがって、カスケード接続されたＭＣＵの数にかかわらず、オーディオパケットは、
受信側のＭＣＵを除くＭＣＵ間で伝送される間にいかなる符号化操作も復号操作も受けな
くてよい。したがって、カスケード接続送信の全オーディオ処理プロセスが、たった２回
の符号化／復号動作しか伴わない。すなわち、送信側のＭＣＵは、複数のオーディオ論理
チャネルを介して複数のＭＣＵ間でオーディオデータを伝送する。データが受信側のＭＣ
Ｕに送信されるとき、受信側のＭＣＵは、複数のオーディオ論理チャネルをサポートして
いないため、複数のオーディオ論理チャネルのオーディオデータを復号し、複数のオーデ
ィオチャネルのオーディオデータ内のより小音量のオーディオデータを、受信側のＭＣＵ
の端末からのより大音量のオーディオデータで置換する必要がある。受信側のＭＣＵは、
オーディオデータの置換された複数のチャネルを再度符号化し、そのデータを受信側のＭ
ＣＵの端末に送信する。受信側のＭＣＵの端末はオーディオパケットを受信し、それを復
号する。
 
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
　ステップ１２０３：ＭＣＵ＿Ａが、復号オーディオデータの音量に従ってオーディオ混
合を必要とする端末を選択する。
 
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８３】
　ステップ１２０６：ＭＣＵ＿Ｂが、音量に従い、ＭＣＵ＿Ａから受け取られたオーディ
オデータの複数のチャネルと、ＭＣＵ＿Ｂの端末から受け取られたオーディオデータの複
数のチャネルの中からオーディオ混合を必要とするオーディオデータを選択する。
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【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９７】
　さらに、オーディオデータの複数のチャネルが選択され、次にオーディオ論理チャネル
で転送されるオーディオパケットにカプセル化される（すなわち、獲得ユニット１４１０
によって獲得されたオーディオ能力がマルチチャネル分離オーディオ・コーデック・プロ
トコルのサポートを示す）場合、転送ユニット１４２０は（図１４には示されていないが
）、
　オーディオデータの音量に従ってオーディオ混合のための複数の端末のオーディオデー
タを選択するように適合された選択ユニットと、
　複数の端末の個別チャネル内のオーディオデータを抽出するように適合された取得ユニ
ットと、
　抽出されたオーディオデータをパケットにカプセル化し、次いで、そのパケットを、オ
ーディオ論理チャネルを介して各端末に送信するにように適合された送信ユニットと、
を含む。
 
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９８】
　オーディオデータの複数のチャネルが選択され、次にオーディオ論理チャネルで転送さ
れるオーディオパケットにカプセル化される（すなわち、獲得ユニット１４１０によって
獲得されたオーディオ能力がマルチチャネル分離オーディオ・コーデック・プロトコルの
サポートを示す）場合であり、制御サーバが複数のカスケード接続された制御サーバの中
の送信側制御サーバである場合、転送ユニット１４２０は（図１４には示されていないが
）、
　オーディオデータの音量に従ってオーディオ混合のための複数の端末のオーディオデー
タを選択するように適合された選択ユニットと、
　複数の端末の個別チャネル内のオーディオデータを抽出するように適合された取得ユニ
ットと、
　抽出されたオーディオデータをパケットにカプセル化し、次いでそのパケットを、カス
ケード式にオーディオ論理チャネルを介して受信側制御サーバに送信するように適合され
た送信ユニットと、
を含む。
 
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９９】
　オーディオデータの複数のチャネルが選択され、次にオーディオ論理チャネルで転送さ
れるオーディオパケットにカプセル化される場合であり、制御サーバが複数のカスケード
接続された制御サーバの中の受信側制御サーバである場合、転送ユニット１４２０は（図
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１４には示されていないが）、
　音量に従い、送信側制御サーバによって送信されたオーディオデータの代わりの受信側
のオーディオデータを選択するように適合された選択ユニットと、
　置換されたオーディオデータをパケットにカプセル化し、次いでそのパケットを、オー
ディオ論理チャネルを介して各端末に送信するように適合された送信ユニットと、
を含む。
 
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１００
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１００】
　オーディオデータの複数のチャネルが複数のオーディオ論理チャネルで転送される（す
なわち、獲得ユニット１４１０によって獲得されたオーディオ能力が複数のオーディオ論
理チャネルのサポートを示す）場合、転送ユニット１４２０は（図１４には示されていな
いが）、
　オーディオデータの音量に従ってオーディオ混合のための複数の端末のオーディオデー
タを選択するように適合された選択ユニットと、
　複数の端末のオーディオデータを、複数のオーディオ論理チャネルを介して各端末に直
接送信するように適合された送信ユニットと
を含む。
 
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０１】
　オーディオデータの複数のチャネルが複数のオーディオ論理チャネルで転送される（す
なわち、獲得ユニット１４１０によって獲得されたオーディオ能力が複数のオーディオ論
理チャネルのサポートを示す）場合であり、制御サーバが、複数のカスケード接続された
制御サーバの中の送信側制御サーバである場合、転送ユニット１４２０は（図１４には示
されていないが）、
　オーディオデータの音量に従ってオーディオ混合のための複数の端末のオーディオデー
タを選択するように適合された選択ユニットと、
　複数の端末のオーディオデータを、カスケード式に複数のオーディオ論理チャネルを介
して受信側制御サーバに送信するように適合された送信ユニットと、
を含む。
 
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０２】
　オーディオデータの複数のチャネルが複数のオーディオ論理チャネルで転送され、制御
サーバが、複数のカスケード接続された制御サーバの中の受信側制御サーバである場合、
転送ユニット１４２０は（図１４には示されていないが）、
　音量に従い、送信側制御サーバによって送信されたオーディオデータの代わりの受信側
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のオーディオデータを選択するように適合された選択ユニットと、
　置換されたオーディオデータを、複数のオーディオ論理チャネルを介して各端末に直接
送信するように適合された送信ユニットと、
を含む。
 
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０３】
　制御サーバが、カスケード接続された複数の呼のチャネルのための複数の制御サーバの
中の送信側制御サーバである場合、転送ユニット１４２０は（図１４には示されていない
が）、
　オーディオデータの音量に従ってオーディオ混合のための複数の端末のオーディオデー
タを選択するように適合された選択ユニットと、
　複数の端末のオーディオデータを、カスケード式に、各端末に対応するオーディオ・プ
ロトコル・ポートから受信側制御サーバの対応するポートに送信するように適合された送
信ユニットと、
を含む。
 
【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０４】
　制御サーバが、カスケード接続された複数の呼のチャネルのための複数の制御サーバの
中の受信側制御サーバである場合、転送ユニット１４２０は（図１４には示されていない
が）、
　音量に従い、送信側制御サーバから受け取られたオーディオデータと当該受信側のオー
ディオデータの中から、オーディオ混合のためのオーディオデータの複数のチャネルを選
択するように適合された選択ユニットと、
　オーディオデータの複数のチャネルのためのオーディオ混合を行い、そのデータを各端
末に送信するように適合された送信ユニットと、
を含む。
 
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０６】
　以上の各実施形態において、制御サーバが、音量に従ってオーディオ混合のための端末
を選択することは注目に値する。実際には、オーディオ混合のための端末は、他の事前設
定ポリシに従って、例えば、端末の呼識別子に従って（特殊な識別子の端末が選択される
べき端末である）、あるいは端末の呼の順序に従って（より早く発呼する端末が選択され
るべき端末である）選択され得る。
 
【誤訳訂正２７】
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【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【図１】

【誤訳訂正２８】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図４】

【誤訳訂正２９】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図６】

【誤訳訂正３０】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図８】

【誤訳訂正３１】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図１０】

【誤訳訂正３２】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図１２】
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